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日  時 テーマ・講 師 対象・定員 受付開始 

1月25日(土) 

9:30～11:30 

冬越しの虫をさがそう 
～朽ち木を割ってみよう～ 

えのきの会昆虫分科会 ・ くずはの広場指導員 

小学生以上３０名 

 
1月4日 

２月 11日(火・祝) 

9:30～10:30 
ミニ野鳥観察会 

えのきの会野鳥分科会 ・ くずはの広場指導員 
小学生以上２０名 2月 1日 

２月 15日(土) 

10:00～11:30 
ちびっこあつまれ！～冬のしぜん～ 

くずはの広場指導員 
３～６歳の幼児と 

その保護者２０名 
2月 1日 

２月22日(土) 

9:30～11:30 
探してみよう！動物からのメッセージ 

えのきの会動物分科会 ・ くずはの広場指導員 
小学生以上２０名 2月 1日 

１２月の活動 

定例会：12月は、2回とも住宅地に面した道路

の落ち葉掃きをしました。緑地の近くにお住ま

いの皆さんは、普段は自然に癒されていても、

この時期は落ち葉に困っていらっしゃるはず。

少しでもお役に当てればと思い、みんなでがん

ばりました。そして活動後は、所長特製のアシ

ナガきのこのおそばを食べて、一年の活動を締

めくくりました。 

花壇の会：枯草とりと落ち葉掃きをして花壇を

きれいにしました。 

とんぼのせせらぎ：水路の落ち葉を取り、丸木

橋の修理をしました。ほたるの里では、取水設

備の中の井戸の水漏れの修理を試みました。 

☆これからの活動 

定 例 会：1/12(日)、1/23(木)、2/2(日)  

花壇の会： 

 1/10(金)、2/7(金)  

とんぼのせせらぎ： 

1/30(木) 
 

アシナガきのこそばで 
一年の締めくくり▶ 
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葛葉川ふるさと峡谷だより 

くずはの家 行事案内  
昼の行事：小学２年生以下は保護者同伴 

行事へのお申し込み･お問い合わせは 

電話・FAX・メールで 

T E L & F A X  ０ ４ ６ ３ ( ８ ４ ) ７ ８ ７ ４ 

E-mail：kuzuhaie@city.hadano.kanagawa.jp  

１月の休館日 

１～３日、６日、１４日、１５日、２０日、２７日 

２月の休館日 

３日、１０日、１２日、１７日 

２５日、２６日 

 

 

 
秦野ガス・ネイチャーパー
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この活動は一般財団法人セブン -

イレブン記念財団の助成を受け

て実施しています。  

くずはの家HPはこちらから→ 

ホームページ メールアドレス 

参加者の声 参加者の声 

2000年4月のほたるの里徒渉石付近と、 

2025年１月の同じ場所を写した写真です。 
 

・３歳にできるかなと不安でしたが本人がとて

も楽しそうに取り組んでいたので、参加してよかったです。 

・自然の素材で、子どもが考えながら素敵なクリスマス飾り

が作れて、とても楽しかったです。大きな松ぼっくりもめず

らしいので、とても良かったです。 

12/14(土) 冬の野鳥観察 （２１人） １２/７(土)ちびっこあつまれ！クリスマスかざりづくり （２２人） 

・今日は特にイカルとコゲラが良く見られて嬉

しかったです。エナガとヤマガラ見たかったなあ…。野鳥

はひとりだとなかなか見つけられないし見つけても特定

できなかったりするので観察会のような場はありがたいで

す。ありがとうございました。 

 

近年、地球温暖化の影響と思われる海水温の上昇は

日本近海で著しく、研究者によれば、三陸沖の海水温は

昨年、世界で一番激しく上昇し、海洋熱波と言われるほ

どだと言います。 

また、海水温の上昇は、気温を上昇させたり、蒸発す

る水蒸気の量を増加させることで大雨をもたらしたり

します。2020 年以降、こういった気象災害が頻発する

ようになってきていて、葛葉緑地を流れる葛葉川も激

流となって流れることが度々起こっています。 

今から 25 年前の 2000 年 3 月、葛葉川を渡ってほた

るの里に続く「ほたるの道徒渉石」が完成しました。こ

の当時、徒渉石付近の川幅は 10ｍ程度で、飛び石を飛

んで子供の足でも楽にほたるの里まで行くことができ

ました。 

その後は台風が来るたび、葛葉川は増水し、時折川岸

を削っていましたが、2010 年を過ぎた辺りから台風時

の川の増水の仕方が、尋常ではなくなりました。2020年

頃からは川岸の浸食が進み、2021 年には左岸の曽屋水

道の水源から葛葉川の川底を通り、とんぼのせせらぎ

まで水を運んでいた直径 20cm の鉄管(コンクリートで

被覆していた)がへし折られ、ついに水道は破壊されて

しまいました。 

2024年6月28日の豪雨では、とんぼのせせらぎ近くの

葛葉川右岸が削られ、シカ柵の川側の土手が消失しま

した。さらに8月30日には線状降水帯が発生し、善波

トンネル伊勢原出口付近の斜面が崩落して、国道246号

線が通行止めになりました。この雨で、とんぼのせせら

ぎ側(右岸)の土手を削って流れていた葛葉川の流路は

大きく変わり、左岸を大きく削って、“ほたるの里”と

して昨年夏までほたるが生息し続けていた水路そのも

のが、無くなってしまいました。この 2 回の豪雨で葛

葉川の川原は2000年頃と比べて3倍くらい広くなりま

した。今後、くずは峡谷はどのように変わっていくので

しょうか。 

今月の話題 の川の増水の仕方が、尋常ではなくなりました。2020

年頃からは川岸の浸食が進み、2021年には左岸(※)の

曽屋水道の水源から葛葉川の川底を通り、とんぼのせ

せらぎまで水を運んでいた直径 20cm の鉄管(コンク

リートで被覆していた)がへし折られ、ついに水道は

破壊されてしまいました。 

2024年6月28日の豪雨では、とんぼのせせらぎ近

くの葛葉川右岸(※)が削られ、シカ柵の川側の土手が

消失しました。さらに8月30日には線状降水帯が発

生し、善波トンネル伊勢原出口付近の斜面が崩落し

て、国道 246 号線が通行止めになりました。この雨

で、とんぼのせせらぎ側(右岸)の土手を削って流れて

いた葛葉川の流路は大きく変わり、左岸を大きく削っ

て、“ほたるの里”として昨年夏までほたるが生息し

続けていた水路そのものが、無くなってしまいまし

た。この2回の豪雨で葛葉川の川原は 2000年頃と比

べて3倍くらい広くなりました。今後、くずは峡谷は

どのように変わっていくのでしょうか。 

（※上流を背にし、向かって右が右岸、左が左岸） 

 

行事報告

くずはの広場では１月から３月まで、ウッドチップ

舗装工事、および樹林整備を行います。一部通行

止めになりますので、ご注意ください。 

ご不便をおかけしますが、ご理解の 

程よろしくお願いいたします。 

はだのブランドアンバサダーを

務めるシンガーソングライター

の立石純子さんから寄贈された 

方位盤が、くすのき広場の 

入り口に設置されました。 

ぜひ、ご覧ください！ 

今も残る 
渡渉石の一部 

文・写真：くずはの広場所長 高橋孝洋  
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2025年1月 
 

2025年1月 
 



 

  

  

 

   

  

   

  

  

 

   

  

  

   

  

  

 

 

  

  

  

  

   

  

  

 

 

  

 

 

凡 例 

△ つぼみ 

▲ 咲き始め 

○ 開花 

◎ 満開 

● 咲き終わり 

◇ 実 

◆ 熟した実 

◆ヤブラン 

 

① ～⑪には観察板があります。 

回ってみましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センニンソウ◆ 

△◆ヒノキ 

△アブラチャン 

△ヒサカキ 

川原 ◆ツルヨシ ◆エゴマ 
   ◆オギ   ◆ジュズダマ 
 

◆アカシデ 

◆クマシデ 

ミツバウツギ◆ 

コウヤマキ△◆ 

◆イヌシデ 

△◆スギ 

◆アカマツ 

△◆サワラ 

△ウグイスカグラ 

△キブシ 

ホトトギス◆ 

◇アオキ 

◆エノキ 

ツノハシバミ△ 

◆ムラサキシキブ 

△アオイスミレ 

 

ヤマブキ◆ 

◆ギンレイカ 

 

キリ△◆ 

◆ハリギリ 

オオバコ◆ 

フサザクラ△ 

◆ヤブコウジ 

◆サルトリイバラ 

◆ムクロジ 
アカショウマ◆ 

◆マルバウツギ 

モクゲンジ◆ 

◆ガマズミ アセビ△◆ 

イボタノキ◆ 

◆アオギリ 
 

ボダイジュ◆ 

○ロウバイ 

◆キハギ 

オオオナモミ◆ 

◆オオモミジ 

◆チカラシバ 

◆ダイコンソウ 

◆サンザシ 

△イヌガヤ 

ウバユリ◆ 
 

△◆ハラン 

◆マユミ 

クスノキ◆ 

○ビワ 

◆モミジガサ 

◆エノコログサ 

◆リョウブ 

◆ススキ 

カラスザンショウ◆ 

ハンノキ△◆ 

●キチジョウソウ 

◆コヤブタバコ 

△サンシュユ 

ヤドリギ▲ 

●ヤツデ 

◇ネズミモチ ●シロダモ 

◆キッコウハグマ 

◆ハンショウヅル 

◆ヤマノイモ 

◆ミツデカエデ 

◆ケヤキ 

◇キヅタ 

◆ハダカホオズキ 

◆ヒオウギ 

◆ナガバジャノヒゲ 
ソシンロウバイ○ 

タマアジサイ◆
● 

◆イヌツゲ 

イロハモミジ◆ 

シナマンサク▲ 

○ホトケノザ 

ヌルデ◆ 

△タイサンボク 

◆アオハダ 
◆ナンバンギセル 

◆カラスウリ 

△コブシ 

ハコネウツギ◆ 
◆トウカエデ 

タニウツギ◇ 

クロモジ△ 

◆スイフヨウ 

◆ウツギ 

◆サラサウツギ 

◆ヘクソカズラ 

●ナワシログミ 

エンコウカエデ◆ 

◆サカキ 

◆ヤマハゼ 

◆ウリハダカエデ 

◆コゴメウツギ 

◆トウネズミモチ 

◆オモト 

◆ウラゲエンコウカエデ 

コウヤボウキ◆ 

◆ツルマサキ 

△モクレイシ 

◆テイカカズラ 

◆クサコアカソ 

◆タイアザミ 

◆オトコエシ 

ネムノキ◆ 

△ヒイラギナンテン 

 

フッキソウ△ 

スイセン○ 

ムクノキ◆ 

くずはの広場トピックス 
 

カメラは見た！…１２月１２～２０日 

進入路と並行するルートにセンサ

ーカメラを仕掛けたところ、日中にも

関わらず５頭の雌ジカの群れがちょく

ちょく餌を食べに来ていました。首を

伸ばして進入路を伺うも逃げる様子

はありません。今、シカが恐れるもの

は何かな？ 

ホソミイトトンボ…１２月２６日 
こんな寒い時期にトンボ？居るん

です。日本では冬を成虫で越すトンボ

が３種類いるそうですが、このホソミ

イトトンボは南方系で、くずはの広場

では確認されていませんでした。温

暖化が主な要因と言われ、神奈川県

では分布が広がっています。細～い

枯れ枝のような体のトンボ見つけら

れるかな？ 

 

里全体が削られてしまいました 

ヤマハギ◆ 

カヤ△ 
 

◆ムサシアブミ 

◆アマチャヅル 

ミズヒキ◆ 

◆マンリョウ 

タブノキ△ 

ダンコウバイ△ 

◆ケチヂミザサ 

◆シラヤマギク 

◆スイカズラ 

フジバカマ◆ 

◆シュロ 

△ミツマタ 

シュンラン△ 

〇サザンカ 

オニドコロ◆ 

◆オケラ 

◆ハナユズ 

◆セイタカアワダチソウ 

ユズ◆ 

トキリマメ◆ 

◆アラカシ 

◆トダシバ 

◆コセンダングサ 

◆シロヨメナ 

△ネコヤナギ 

◆アカネ ◆カラムシ 

△ヤブツバキ 

その他の仲間 
クロスズメバチ越冬女王 

ムネアカハラビロカマキリ 

トゲナナフシ 

ガガンボの仲間幼虫 

 

 

 

トンボの仲間 
オニヤンマ幼虫 

アキアカネ 

ホソミイトトンボ 

 

バッタの仲間 
クビキリギス 

コバネイナゴ 

ヒメクダマキモドキ 

マダラカマドウマ 

 

カブトムシの仲間 
アオオサムシ 

ヒメツチハンミョウ 

キイロテントウ 

 

カメムシの仲間 
エサキモンキツノカメムシ 

キマダラカメムシ 

クサギカメムシ 

ホソハリカメムシ 

オオトビサシガメ 

ツヤアオカメムシ 

クスベニヒラタカスミカメ 

アザミオオヒゲナガアブラムシ 

 

 

チョウ・ガの仲間 
オオムラサキ幼虫 

ゴマダラチョウ幼虫 

キタキチョウ 

キタテハ 

ヤマトシジミ 

ムラサキシジミ 

ウラギンシジミ 

ムラサキツバメ 

ミノウスバ 

 

12月の昆虫 

１２月の野鳥 

（１２月２日～１月５日調べ） 

１、キジバト 

２、アオバト 

３、ドバト 

４、カワウ 

５、アオサギ 

６、ダイサギ 

７、トビ 

８、ハイタカ 

９、ノスリ 

１０、カワセミ 

１１、コゲラ 

１２、アオゲラ 

１３、モズ 

１４、ハシボソガラス 

１５、ハシブトガラス 

１６、ヤマガラ 

１７、シジュウカラ 

１８、ヒヨドリ 

１９、ウグイス 

２０、エナガ 

２１、メジロ 

２２、シロハラ 

２３、ルリビタキ 

２１、メジロ 

２２、シロハラ 

２３、ルリビタキ 

２４、ジョウビタキ 

２５、キセキレイ 

２６、ハクセキレイ 

２７、セグロセキレイ 

２８、カワラヒワ 

２９、イカル 

３０、アオジ 

３１、コジュケイ 

３２、ガビチョウ 

３３、ソウシチョウ 

 

ホソミイトトンボ    

ゴマダラチョウ(左) と 
オオムラサキ(右)の幼虫 

ルリビタキ（オス）    

◆ナンテン 

◆シロミノマンリョウ 


